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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当連結会計年度の世界経済は、新型コロナウイルス感染症の影響は緩和されたものの、インフレ抑制に向けた世

界的な金融引き締めや中国経済の回復の遅れ等が景気の下押し要因となり、成長率は前年を大きく下回りました。

また、国内経済についても、個人消費の回復等により景気は持ち直しの動きが見られたものの、世界経済の減速や

原材料価格の上昇等により、総じて厳しい事業環境となりました。

この結果、当社グループの当連結会計年度の売上収益は、前連結会計年度に比べ1,300億円増加し、２兆8,953億

円となりました。損益面では、コア営業利益は928億円、営業損益は当期に多額の減損損失を計上したことにより

310億円の損失となった一方、親会社の所有者に帰属する当期損益は為替相場が円安方向に推移したことによる為替

差益の影響もあり70億円の利益となりました。各段階損益ではそれぞれ前連結会計年度を下回る結果となっており

ます。

当連結会計年度のセグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。

なお、セグメント利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益を除いて算出したコア営業利益で表

示しており、持分法による投資損益を含みます。

（エッセンシャルケミカルズ）

合成樹脂やメタアクリル、各種工業薬品等は原料価格の上昇により販売価格が上昇しました。また、円安による

在外子会社の邦貨換算差の影響もありました。一方で、自動車用途を中心に需要が落ち込んだため出荷が減少しま

した。この結果、売上収益は前連結会計年度に比べ、104億円増加し8,529億円となりました。コア営業利益は、持

分法適用会社であるラービグ リファイニング アンド ペトロケミカル カンパニーの業績が悪化したことに加え、

原料価格の上昇に伴う交易条件の悪化や出荷減少の影響により、前連結会計年度に比べ877億円悪化し342億円の損

失となりました。

（エネルギー・機能材料）

アルミニウムや正極材料は市況の上昇に伴い、販売価格が上昇しました。また、リチウムイオン二次電池用セパ

レータは出荷が堅調に推移しました。さらに、円安による影響もありました。この結果、売上収益は前連結会計年

度に比べ、261億円増加し3,425億円となりました。コア営業利益は円安に伴う輸出手取りの増加はありましたが、

原料価格の上昇に伴う交易条件の悪化等により、前連結会計年度に比べ48億円減少し152億円となりました。

（情報電子化学）

売上収益は在外子会社において円安による邦貨換算差の影響がありました。また、半導体プロセス材料であるフ

ォトレジストは需要の伸長に伴い出荷が増加しました。一方で、ディスプレイ関連材料は巣ごもり需要が一巡した

ことやインフレ懸念に伴う消費マインドの悪化等により出荷が減少したため、売上収益は前連結会計年度に比べ、

425億円減少し4,312億円となり、コア営業利益も前連結会計年度に比べ102億円減少し476億円となりました。

（健康・農業関連事業）

メチオニン（飼料添加物）は前連結会計年度に比べ市況が下落しました。一方で、農薬は南米において販売が大

幅に増加し、インド等においても出荷が堅調に推移しました。また、円安による在外子会社の邦貨換算差の影響も

ありました。この結果、売上収益は前連結会計年度に比べ、1,246億円増加し5,984億円となりました。コア営業利

益は原料価格上昇の一方、販売の増加や円安に伴う輸出手取りの増加等により、前連結会計年度に比べ150億円増加

し573億円となりました。
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（医薬品）

北米では前連結会計年度に共同開発・販売提携契約による一時金の計上がありましたが、当連結会計年度は、ラ

ツーダ（非定型抗精神病薬）の米国での独占販売期間終了の影響を受けるなか、円安による在外子会社の邦貨換算

差の影響に加え、オルゴビクス（進行性前立腺がん治療剤）、ジェムテサ（過活動膀胱治療剤）等の売上伸長等に

より、増収となりました。一方、国内においては、薬価改定等の影響があったため、売上収益は前連結会計年度に

比べ、68億円減少し5,849億円となりました。コア営業利益は、売上総利益の減少に加え、邦貨換算差の影響等によ

り販売費及び一般管理費や研究費が増加したため、前連結会計年度に比べ455億円減少し162億円となりました。

（その他）

上記５部門以外に、電力・蒸気の供給、化学産業設備の設計・工事監督、運送・倉庫業務、物性分析・環境分析

業務等を行っております。これらの売上収益は前連結会計年度に比べ、182億円増加し854億円となり、コア営業利

益は前連結会計年度に比べ54億円減少し104億円となりました。

（２）当期の財政状態の概況

当連結会計年度末の資産合計は前連結会計年度末に比べ1,426億円減少し４兆1,655億円となりました。減損によ

るのれん及び無形資産の減少や、貸付金の回収がありました。

負債合計は、前連結会計年度末に比べ701億円増加し、２兆6,763億円となりました。有利子負債は、前連結会計

年度末に比べ1,109億円増加し、１兆4,614億円となりました。

資本合計（非支配持分を含む）は、当社の連結子会社である住友ファーマ株式会社が同社の連結子会社であるマ

イオバント サイエンシズ リミテッドを完全子会社化したことに伴い資本剰余金および非支配持分が減少したこと

により、前連結会計年度末に比べ2,128億円減少し、１兆4,892億円となりました。親会社所有者帰属持分比率は、

前連結会計年度末に比べて0.2ポイント減少し、28.1％となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当連結会計年度の営業活動によるキャッシュ・フローは、税引前利益が減少しましたが、減損損失等の非資金損

益項目の増加や、運転資金の減少等により、前連結会計年度に比べ601億円減少し、1,116億円の収入となりまし

た。

投資活動によるキャッシュ・フローは、貸付金の回収による収入や、投資の売却及び償還による収入等により、

前連結会計年度1,154億円の支出に比べ960億円支出が減少し、194億円の支出となりました。

この結果、フリー・キャッシュ・フローは、前連結会計年度の563億円の収入に対して、当連結会計年度は922億

円の収入となりました。

財務活動によるキャッシュ・フローは、非支配持分からの子会社持分取得による支出等により1,785億円の支出と

なりました。また、当連結会計年度末の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ596億円減少

し、3,058億円となりました。
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（４）今後の見通し

今後の世界経済は、景気減速が広範囲に拡がり、世界経済の成長率が3％を下回るレベルまで鈍化するとともに、

これまで以上に変化が速く、不確実性も高まることが予想されています。インフレ高進と金融引締めの中、経済見

通しの更なる下振れリスクは高いと考えられます。

このような前提のもと、2024年３月期の業績の見通しは、為替相場を135.00円／＄、ナフサ価格を70,000円／KL

と想定し、売上収益は２兆9,000億円、コア営業利益は400億円、営業利益は200億円、親会社の所有者に帰属する当

期利益は100億円と予想しております。

（５）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、剰余金の配当の決定にあたり、株主還元を経営上の最重要課題の一つと考え、各期の業績、配当性向な

らびに将来の事業展開に必要な内部留保の水準等を総合的に勘案し、安定的な配当を継続することを基本としてお

ります。また、当社は中長期的には配当性向30％程度を安定して達成することを目指しております。

内部留保につきましては、重点事業の競争力強化や海外事業の拡充を図るため、設備投資、投融資等に充当し、

これにより収益力の向上に努めてまいります。

配当時期につきましては中間および期末の年２回を基本とし、株主の皆様への利益配当をはじめとした剰余金の

配当等を機動的に実施するため、定款により剰余金の配当等の決定機関を取締役会としております。

当期の期末配当につきましては、１株につき６円として実施させていただくことといたしました。これにより、

中間配当（１株につき12円）を含めました、当期の年間配当は１株につき18円となっております。

次期の配当につきましては、中間配当を１株あたり６円、期末配当を１株あたり６円とし、年間12円（配当性向

196.2％）を予定しております。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社グループは、資本市場における財務諸表の国際的な比較可能性の向上や会計処理の標準化によるグループ経

営管理の向上等を目的として、2018年３月期からIFRSを任意適用しております。
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３．連結財務諸表及び主な注記

（１）連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 365,429 305,844

営業債権及びその他の債権 720,422 603,161

その他の金融資産 23,991 31,237

棚卸資産 651,358 744,474

その他の流動資産 51,442 70,670

小計 1,812,642 1,755,386

売却目的で保有する資産 － 7,498

流動資産合計 1,812,642 1,762,884

非流動資産

有形固定資産 823,022 829,355

のれん 244,517 266,868

無形資産 471,109 403,996

持分法で会計処理されている
投資

289,968 402,980

その他の金融資産 474,899 313,115

退職給付に係る資産 89,538 99,253

繰延税金資産 49,121 39,492

その他の非流動資産 53,335 47,560

非流動資産合計 2,495,509 2,402,619

資産合計 4,308,151 4,165,503
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債及び資本

負債

流動負債

社債及び借入金 261,280 396,903

営業債務及びその他の債務 551,583 515,865

その他の金融負債 84,137 74,931

未払法人所得税等 24,515 31,772

引当金 129,709 129,030

その他の流動負債 122,267 128,060

小計 1,173,491 1,276,561

売却目的で保有する資産に
直接関連する負債

－ 1,806

流動負債合計 1,173,491 1,278,367

非流動負債

社債及び借入金 1,089,190 1,064,463

その他の金融負債 101,718 98,594

退職給付に係る負債 33,091 26,427

引当金 36,502 38,443

繰延税金負債 101,299 101,164

その他の非流動負債 70,883 68,856

非流動負債合計 1,432,683 1,397,947

負債合計 2,606,174 2,676,314

資本

資本金 89,699 89,810

資本剰余金 27,089 －

利益剰余金 974,382 891,552

自己株式 △8,343 △8,349

その他の資本の構成要素 135,274 197,830

売却目的で保有する資産に関連する
その他の包括利益

－ 349

親会社の所有者に帰属する持分
合計

1,218,101 1,171,192

非支配持分 483,876 317,997

資本合計 1,701,977 1,489,189

負債及び資本合計 4,308,151 4,165,503
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

連結損益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

売上収益 2,765,321 2,895,283

売上原価 △1,891,458 △2,074,357

売上総利益 873,863 820,926

販売費及び一般管理費 △690,860 △878,261

その他の営業収益 10,533 69,227

その他の営業費用 △20,713 △36,079

持分法による投資損益（△は損失） 42,180 △6,797

営業利益（△は損失） 215,003 △30,984

金融収益 59,194 70,836

金融費用 △23,061 △39,621

税引前利益 251,136 231

法人所得税費用 △64,699 △47,096

当期利益（△は損失） 186,437 △46,865

当期利益（△は損失）の帰属

親会社の所有者 162,130 6,987

非支配持分 24,307 △53,852

当期利益（△は損失） 186,437 △46,865

１株当たり当期利益

基本的１株当たり当期利益（円） 99.16 4.27

希薄化後１株当たり当期利益（円） － 4.27
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連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

当期利益（△は損失） 186,437 △46,865

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する資本性金融資産

△51,797 14,958

確定給付制度の再測定 7,549 8,670

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

△881 1,126

純損益に振り替えられることのない
項目合計

△45,129 24,754

純損益に振り替えられる可能性のある項目

キャッシュ・フロー・ヘッジ △5,904 8,163

在外営業活動体の換算差額 103,499 62,572

持分法適用会社における
その他の包括利益に対する持分

15,964 17,003

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

113,559 87,738

その他の包括利益合計 68,430 112,492

当期包括利益 254,867 65,627

当期包括利益の帰属

親会社の所有者 229,765 84,077

非支配持分 25,102 △18,450

当期包括利益 254,867 65,627
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（３）連結持分変動計算書

前連結会計年度（自 2021年４月１日 至 2022年３月31日）

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2021年４月１日 89,699 26,882 854,538 △8,334 90,590 －

当期利益 － － 162,130 － － －

その他の包括利益 － － － － △26,231 7,129

当期包括利益合計 － － 162,130 － △26,231 7,129

新株の発行 － － － － － －

自己株式の取得 － － － △9 － －

自己株式の処分 － 0 － 0 － －

配当金 － － △31,065 － － －

新規連結による変動額 － － △22 － △5 －

子会社の支配喪失に伴う
変動 － － － － － －

非支配持分との取引 － 207 － － － －
その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － △11,199 － 18,328 △7,129

その他の増減額 － － － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － － －

その他資本剰余金の負の
残高の振替 － － － － － －

所有者との取引額等合計 － 207 △42,286 △9 18,323 △7,129

2022年３月31日 89,699 27,089 974,382 △8,343 82,682 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

その他の資本の構成要素 売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2021年４月１日 △2,866 △31,279 56,445 － 1,019,230 462,889 1,482,119

当期利益 － － － － 162,130 24,307 186,437

その他の包括利益 △5,869 92,606 67,635 － 67,635 795 68,430

当期包括利益合計 △5,869 92,606 67,635 － 229,765 25,102 254,867

新株の発行 － － － － － － －

自己株式の取得 － － － － △9 － △9

自己株式の処分 － － － － 0 － 0

配当金 － － － － △31,065 △11,192 △42,257

新規連結による変動額 － － △5 － △27 △25 △52
子会社の支配喪失に伴う
変動 － － － － － － －

非支配持分との取引 － － － － 207 7,102 7,309

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － 11,199 － － － －

その他の増減額 － － － － － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － － － －

その他資本剰余金の負の
残高の振替 － － － － － － －

所有者との取引額等合計 － － 11,194 － △30,894 △4,115 △35,009

2022年３月31日 △8,735 61,327 135,274 － 1,218,101 483,876 1,701,977
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当連結会計年度（自 2022年４月１日 至 2023年３月31日）

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金

自己
株式

その他の資本の構成要素

その他の
包括利益を
通じて

公正価値で
測定する
金融資産

確定給付
制度の
再測定

2022年４月１日 89,699 27,089 974,382 △8,343 82,682 －

当期利益（△は損失） － － 6,987 － － －

その他の包括利益 － － － － 4,550 9,163

当期包括利益合計 － － 6,987 － 4,550 9,163

新株の発行 111 111 － － － －

自己株式の取得 － － － △6 － －

自己株式の処分 － 0 － 0 － －

配当金 － － △42,514 － － －

新規連結による変動額 － － － － － －
子会社の支配喪失に伴う
変動 － － 513 － △505 －

非支配持分との取引 － △88,037 － － － －

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － 13,672 － △4,509 △9,163

その他の増減額 － △603 △48 － － －

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － － － △349 －

その他資本剰余金の負の
残高の振替 － 61,440 △61,440 － － －

所有者との取引額等合計 111 △27,089 △89,817 △6 △5,363 △9,163

2023年３月31日 89,810 － 891,552 △8,349 81,869 －

親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本
合計

その他の資本の構成要素
売却目的で
保有する
資産に
関連する
その他の
包括利益

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

キャッシュ
・フロー・
ヘッジ

在外営業
活動体の
換算差額

合計

2022年４月１日 △8,735 61,327 135,274 － 1,218,101 483,876 1,701,977

当期利益（△は損失） － － － － 6,987 △53,852 △46,865

その他の包括利益 8,204 55,173 77,090 － 77,090 35,402 112,492

当期包括利益合計 8,204 55,173 77,090 － 84,077 △18,450 65,627

新株の発行 － － － － 222 － 222

自己株式の取得 － － － － △6 － △6

自己株式の処分 － － － － 0 － 0

配当金 － － － － △42,514 △13,962 △56,476

新規連結による変動額 － － － － － － －
子会社の支配喪失に伴う
変動 △8 － △513 － － － －

非支配持分との取引 － － － － △88,037 △133,467 △221,504

その他の資本の構成要素
から利益剰余金への振替 － － △13,672 － － － －

その他の増減額 － － － － △651 － △651

売却目的で保有する資産
に関連するその他の包括
利益への振替

－ － △349 349 － － －

その他資本剰余金の負の
残高の振替 － － － － － － －

所有者との取引額等合計 △8 － △14,534 349 △130,986 △147,429 △278,415

2023年３月31日 △539 116,500 197,830 349 1,171,192 317,997 1,489,189
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書
(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前利益 251,136 231

減価償却費及び償却費 156,667 167,957

減損損失 8,111 109,417

持分法による投資損益(△は益) △42,180 6,797

受取利息及び受取配当金 △9,976 △18,730

支払利息 16,111 22,468

事業構造改善費用 10,572 22,021

条件付対価に係る公正価値変動 △3,282 △3,388

固定資産売却損益(△は益) △718 △5,226

営業債権の増減額(△は増加) △19,465 134,499

棚卸資産の増減額(△は増加) △98,247 △79,887

営業債務の増減額(△は減少) △39,188 △63,628

前受収益の増減額(△は減少) 565 △13,717

引当金の増減額(△は減少) 15,559 △13,373

その他 △9,620 △88,340

小計 236,045 177,101

利息及び配当金の受取額 22,258 25,265

利息の支払額 △15,404 △21,768

法人所得税の支払額 △68,323 △65,529

事業構造改善費用の支払額 △2,861 △3,448

営業活動によるキャッシュ・フロー 171,715 111,621

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額(△は増加) △7,529 6,546

固定資産の取得による支出 △107,467 △143,581

固定資産の売却による収入 2,537 18,231

子会社の取得による収支(△は支出) － △17,174

投資の取得による支出 △15,768 △7,692

投資の売却及び償還による収入 16,540 42,974

貸付金の回収による収入 1,296 63,199

子会社の売却による収入 153 30,092

その他 △5,183 △12,006

投資活動によるキャッシュ・フロー △115,421 △19,411

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) △3,158 100,959

コマーシャル・ペーパーの純増減額
(△は減少)

10,000 35,000

長期借入れによる収入 46,154 66,141

長期借入金の返済による支出 △77,132 △109,130

社債の発行による収入 34,808 －

社債の償還による支出 △34,259 －

リース負債の返済による支出 △15,984 △16,668

配当金の支払額 △31,068 △42,484

非支配持分への配当金の支払額 △11,195 △13,982

非支配持分からの子会社持分取得による支出 △3,999 △199,073

その他 4,439 735

財務活動によるキャッシュ・フロー △81,394 △178,502

現金及び現金同等物に係る換算差額 29,611 27,842

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 4,511 △58,450

現金及び現金同等物の期首残高 360,918 365,429

売却目的で保有する資産への振替に伴う
現金及び現金同等物の増減額(△は減少)

－ △1,135

現金及び現金同等物の期末残高 365,429 305,844



住友化学(株)(4005) 2023年３月期 決算短信

― 12 ―

（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

１ 報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、当社

の取締役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。

　当社グループは、取り扱う製品・サービス別に事業を区分し、生産・販売・研究を一体的に運営する事業部門制

を採用しております。各事業部門は、取り扱う製品・サービスについて国内および海外の包括的な戦略を立案し、

事業活動を展開しております。

　したがって、当社グループは、主に事業部門を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、

「エッセンシャルケミカルズ」、「エネルギー・機能材料」、「情報電子化学」、「健康・農業関連事業」および

「医薬品」の５つを報告セグメントとしております。

　各報告セグメントに属する主要な製品・サービスの種類は、下表のとおりであります。

報告セグメント 主要な製品・サービス

エッセンシャル
ケミカルズ

合成樹脂、合成繊維原料、各種工業薬品、メタアクリル、合成樹脂加工製品等

エネルギー・機能材料
アルミナ製品、アルミニウム、化成品、添加剤、合成ゴム、
エンジニアリングプラスチックス、電池部材等

情報電子化学 光学製品、半導体プロセス材料、化合物半導体材料、タッチセンサーパネル等

健康・農業関連事業
農薬、肥料、農業資材、家庭用・防疫用殺虫剤、熱帯感染症対策資材、飼料添加物、
医薬品原薬・中間体等

医薬品 医療用医薬品、放射性診断薬等

(注) 2022年４月１日付で、石油化学部門はエッセンシャルケミカルズ部門に名称変更しております。

　 なお、前連結会計年度についてもエッセンシャルケミカルズと記載しております。

２ 報告セグメントの情報

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表」において採用している会計処理の方法と

概ね同一であります。報告セグメントの利益は、営業利益から非経常的な要因により発生した損益を除いて算出し

たコア営業利益で表示しております。

　セグメント間の内部売上収益は市場実勢価格に基づいております。



住友化学(株)(4005) 2023年３月期 決算短信

― 13 ―

前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

調整額
(注２)

連結
財務諸表
計上額

機能材料

情報電子

化学

健康 農業

関連事業
医薬品 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

842,511 316,386 473,742 473,778 591,709 2,698,126 67,195 － 2,765,321

セグメント間の
内部売上収益

5,421 12,359 447 7,060 15 25,302 62,409 △87,711 －

計 847,932 328,745 474,189 480,838 591,724 2,723,428 129,604 △87,711 2,765,321

セグメント利益
(コア営業利益)

53,515 20,058 57,827 42,253 61,712 235,365 15,784 △16,370 234,779

セグメント資産 908,536 356,926 501,405 841,677 1,367,378 3,975,922 335,478 △3,249 4,308,151

その他の項目

減価償却費及び
償却費

26,282 19,127 26,671 26,942 41,164 140,186 7,782 8,699 156,667

持分法による
投資利益

31,044 142 64 210 9 31,469 10,437 274 42,180

減損損失 1,386 2,604 3,088 14 910 8,002 － 109 8,111

減損損失の戻入 － － 4 － － 4 － － 4

持分法で会計
処理されている
投資

153,473 273 498 8,327 1,085 163,656 128,904 △2,592 289,968

資本的支出 25,300 26,764 16,608 16,818 19,638 105,128 6,503 7,892 119,523

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務および物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益の調整額△16,370百万円には、セグメント間取引消去207百万円、各報告セグメントに配分

していない全社費用△16,577百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない

全社共通研究費等です。

(2) セグメント資産の調整額△3,249百万円には、セグメント間の債権および資産の消去△179,330百万円、各

報告セグメントに配分していない全社資産176,081百万円が含まれております。全社資産は、主に当社の余

資運用資金(現金及び現金同等物等)、長期投資資金(株式及び出資金)および全社共通研究に係る資産等で

す。

(3) 減価償却費及び償却費の調整額8,699百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社共通研究に係

る資産の減価償却費及び償却費です。

(4) 持分法で会計処理されている投資の調整額△2,592百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

(5) 資本的支出の調整額7,892百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社共通研究に係る資本的支

出です。
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当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：百万円)

報告セグメント

その他
(注１)

調整額
(注２)

連結
財務諸表
計上額

機能材料

情報電子

化学

健康 農業

関連事業
医薬品 計

売上収益

外部顧客への
売上収益

852,916 342,460 431,219 598,390 584,873 2,809,858 85,425 － 2,895,283

セグメント間の
内部売上収益

5,694 17,473 465 5,654 15 29,301 87,323 △116,624 －

計 858,610 359,933 431,684 604,044 584,888 2,839,159 172,748 △116,624 2,895,283

セグメント利益
又は損失（△）
(コア営業利益)

△34,197 15,239 47,601 57,277 16,168 102,088 10,405 △19,741 92,752

セグメント資産 872,612 380,186 464,615 874,037 1,189,289 3,780,739 371,749 13,015 4,165,503

その他の項目

減価償却費及び
償却費

30,075 19,324 26,578 28,724 43,989 148,690 8,219 11,048 167,957

持分法による
投資利益又は
損失（△）

△18,384 151 4 213 39 △17,977 10,890 290 △6,797

減損損失 1,805 261 1,728 19,610 86,013 109,417 － － 109,417

減損損失の戻入 － － － － － － － － －

持分法で会計
処理されている
投資

257,219 424 501 8,579 383 267,106 138,175 △2,301 402,980

資本的支出 30,179 26,600 32,799 24,321 14,135 128,034 6,622 6,425 141,081

(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、電力・蒸気の供給、化学産業設備

の設計・工事監督、運送・倉庫業務および物性分析・環境分析業務等を含んでおります。

２ 調整額は以下のとおりであります。

(1) セグメント利益又は損失の調整額△19,741百万円には、セグメント間取引消去△231百万円、各報告セグメ

ントに配分していない全社費用△19,510百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに

帰属しない全社共通研究費等です。

(2) セグメント資産の調整額13,015百万円には、セグメント間の債権および資産の消去△149,681百万円、各報

告セグメントに配分していない全社資産162,696百万円が含まれております。全社資産は、主に当社の余資

運用資金(現金及び現金同等物等)、長期投資資金(株式及び出資金)および全社共通研究に係る資産等で

す。

(3) 減価償却費及び償却費の調整額11,048百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社共通研究に

係る資産の減価償却費及び償却費です。

(4) 持分法で会計処理されている投資の調整額△2,301百万円は、セグメント間取引消去によるものです。

(5) 資本的支出の調整額6,425百万円は、主に各報告セグメントに配分していない全社共通研究に係る資本的支

出です。



住友化学(株)(4005) 2023年３月期 決算短信

― 15 ―

セグメント利益から税引前利益への調整は、以下のとおりであります。

(単位：百万円)

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
　至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

セグメント利益 234,779 92,752

減損損失 △8,111 △109,417

事業構造改善費用 △10,572 △22,021

固定資産売却益 718 5,226

条件付対価に係る公正価値変動 3,282 3,388

その他 △5,093 △912

営業利益（△は損失） 215,003 △30,984

金融収益 59,194 70,836

金融費用 △23,061 △39,621

税引前利益 251,136 231
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（１株当たり情報）

１ 基本的１株当たり当期利益の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

親会社の所有者に帰属する当期利益（百万円） 162,130 6,987

親会社の普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

基本的１株当たり当期利益の計算に
使用する当期利益（百万円）

162,130 6,987

期中平均普通株式数（千株） 1,634,978 1,634,980

基本的１株当たり当期利益（円） 99.16 4.27

２ 希薄化後１株当たり当期利益の算定上の基礎

前連結会計年度
(自 2021年４月１日
至 2022年３月31日)

当連結会計年度
(自 2022年４月１日
　至 2023年３月31日)

基本的１株当たり当期利益の計算に
使用する当期利益（百万円）

162,130 6,987

親会社の
希薄化性潜在的普通株式による調整額（百万円）

－ 　－

連結子会社の
希薄化性潜在的普通株式による調整額（百万円）

－ 　－

希薄化後１株当たり当期利益の計算に
使用する当期利益（百万円）

162,130 6,987

期中平均普通株式数（千株） 1,634,978 1,634,980

譲渡制限付株式報酬制度（千株） － 295

希薄化後の期中平均普通株式数（千株） 1,634,978 1,635,275

希薄化後１株当たり当期利益（円） － 4.27

逆希薄化効果を有するため、希薄化後１株当たり
当期利益の算定に含めなかった株式の概要

連結子会社が発行する
ストック・オプション

6,130,680株
－
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（非金融資産の減損）

　前連結会計年度(自 2021年４月１日 至 2022年３月31日)

前連結会計年度において、8,111百万円の減損損失を計上しております。減損損失は、連結損益計算書の「売上原

価」および「販売費及び一般管理費」に計上しております。減損損失のセグメント別内訳については、（セグメン

ト情報）に記載しております。

　 減損損失を認識した主要な資金生成単位は以下のとおりであります。

場所 用途 種類 セグメント
減損損失
(百万円)

韓国
フィルムタッチセンサー
製造設備

機械装置及び運搬具等 情報電子化学 1,848

日本（千葉県） 合成ゴム製造設備 機械装置及び運搬具等
エネルギー・
機能材料

1,713

日本（愛媛県） 合繊原料製造設備 機械装置及び運搬具等
エッセンシャル
ケミカルズ

1,021

減損損失の内訳

　・ フィルムタッチセンサー製造設備（韓国） 1,848百万円

　 （機械装置及び運搬具1,793百万円、工具器具備品37百万円、その他19百万円）

　・ 合成ゴム製造設備 1,713百万円

　 （建物及び構築物111百万円、機械装置及び運搬具1,524百万円、その他78百万円）

　・ 合繊原料製造設備 1,021百万円

　 （建物及び構築物９百万円、機械装置及び運搬具842百万円、工具器具備品４百万円、その他167百万円）

需要が低迷し損益の改善が見込めないフィルムタッチセンサー製造設備について、帳簿価額を回収可能価額3,550

百万円まで減損しました。回収可能価額は処分コスト控除後の公正価値により測定しており、処分コスト控除後の

公正価値は売却見込価額により算定しております。また、事業環境の悪化に伴い収益性が低下した合成ゴム製造設

備および合繊原料製造設備について、帳簿価額全額を減損しております。
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　当連結会計年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

当連結会計年度において、109,417百万円の減損損失を計上しております。減損損失は、連結損益計算書の「売上

原価」、「販売費及び一般管理費」および「その他の営業費用」に計上しております。減損損失のセグメント別内

訳については、（セグメント情報）に記載しております。

　 減損損失を認識した主要な資金生成単位は以下のとおりであります。

場所 用途 種類 セグメント
減損損失
(百万円)

米国
医薬品に係る特許権
（キンモビ）

特許権等 医薬品 56,538

米国
開発化合物に係る研究開発活動
の成果（dubermatinib）

仕掛研究開発 医薬品 20,598

日本（愛媛県） メチオニン製造設備 機械装置及び運搬具等
健康・農業
関連事業

15,763

米国
医薬品に係る特許権
（ロンハラ マグネア）

特許権等 医薬品 4,781

米国
医薬品（がん領域）に
係るのれん

のれん 医薬品 3,523

米国
ポストハーベスト事業に係る
有形固定資産および無形資産

その他無形資産等
健康・農業
関連事業

3,218

減損損失の内訳

　・ 医薬品に係る特許権（キンモビ） 56,538百万円

　 （特許権55,369百万円、その他1,169百万円）

　・ 開発化合物に係る研究開発活動の成果（dubermatinib） 20,598百万円

　 （仕掛研究開発20,598百万円）

　・ メチオニン製造設備 15,763百万円

　 （建物及び構築物1,595百万円、機械装置及び運搬具14,077百万円、その他92百万円）

　・ 医薬品に係る特許権（ロンハラ マグネア） 4,781百万円

　 （特許権3,494百万円、その他1,287百万円）

　・ 医薬品（がん領域）に係るのれん 3,523百万円

　 （のれん3,523百万円）

　・ ポストハーベスト事業に係る有形固定資産および無形資産（米国） 3,218百万円

　 （その他無形資産等2,177百万円、その他1,041百万円）

医薬品セグメントにおいて、キンモビおよびロンハラ マグネアに係る特許権等については収益性が見込めなくな

ったため、仕掛研究開発については開発中止により収益性が見込めなくなったため、帳簿価額全額をそれぞれ減損

しております。また、北米の医薬品（がん領域）に係るのれんについて、のれんを含む資金生成単位の回収可能価

額が帳簿価額を下回ったことから、当該のれんについて減損損失を認識しております。のれんの減損テストには、

資金生成単位ごとに設定した加重平均資本コスト等を基礎とした割引率を用いており、減損テストに使用した税引

前の割引率は20.5％であります。

健康・農業関連事業セグメントのメチオニン事業について、原燃料価格高騰によるコスト上昇や、需給環境の悪

化に伴う売価下落により損益が悪化しました。収益予測の見直しを行った結果、メチオニン製造設備の帳簿価額を

使用価値17,083百万円まで減損しました。使用価値の見積りにあたっては、主に将来の需給動向を加味して予測し

たメチオニンの販売価格および製造コストに重要な影響を及ぼすナフサの仕入価格等の仮定を置いており、将来キ

ャッシュ・フローを11.2%（税引前）で割り引いて算定しております。また、事業環境の悪化に伴い収益性が低下し

た米国子会社におけるポストハーベスト事業について、同社が保有する有形固定資産および無形資産の帳簿価額を

回収可能価額407百万円まで減損しております。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。










